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自
分
は
此
頃
新
聞
社
の
勤
務






か
ら
し
て
、
創
作
に
取
掛
つ
た
が
、
此
の
創
作

は
、
或
は
観
察





に
依
り
て
は
家
庭
問
題
に
関
連
し
て
居
る
か
も
知
れ
ぬ
、
最
初

は
女
学
生
を
主
人
公
に
と
娑
婆





ツ
気

を
出
し
て
、
種
々
と
材
料
を
集
め
て
見
た

が
思
ふ
や
う
に
行
か
ず
、
其
れ
で
今
度
は
日
露
戦
役
後
の
大
現
象
で
あ
る
軍
人

遺
族
　
　
未
亡
人
を
主
人
公
に
し
て
、
一
ツ
創
作
を
遣

つ
て
見
よ
う
と
思
ふ
と
。

　
浮
雲
を
出
し
て
以
来
、
殆
ん
ど
二
十
年
、
頭



で
創
作
を
構
へ
つ
け
ず
飜
訳
ば

か
り
に
浮
身
を
窶



し
て
ゐ
た
の
で
、
寸
前
暗
黒









、
困
つ
て
居
る
。
其
れ
で
他
の

文
士
諸
君
の
作
は
如

何

か
と
、
紅
葉
、
風
葉
、
天
外
其
の
他
二
三
の
人
の
作
を

読
ん
で
見
た
が
、
何

の
人
も
〳
〵
、
縦
横
自
在
の
筆
を
以
て
、
巧
み
に
明
治
現

代
の
生
活
を
描
い
て
居
ら
る
ゝ
、
中
に
も
風
葉
氏
の
青
春
を
読
ん
で
、
大
に
感

服
し
た
。
文
章
の
点
は
如

何

か
と
思
ふ
が
、
内
容
か
ら
言
ふ
と
紅
葉
氏
よ
り
、

良
い
。
…
…
青
春
を
読
む
と
、
歴
然






と
明
治
現
代
の
青
年
男
女
の
傾
向
が
見
え

て
来
る
で
は
な
い
か
。

　
自
分
は
青
春
を
以
て
、
此
の
一
二
年
来
の
大
作
で
あ
る
と
推
薦
し
た
い
、
尤





も
ま
だ
新
聞
に
掲
載
中
で
あ
る
か
ら
、
如
何
収
る
か
知
ら
ぬ
が
…
…
今

日

の
青

年
は
、
男
女
と
い
は
ず
、
本
能
主
義









が
無
意
識
の
間
に
伝
播





し
て
ゐ
る
。
其
れ

を
風
葉
氏
は
巧
み
に
取

ツ
捉





へ
て
小
説
に
出
し
て
居
る
の
が
豪



い
。

　
自
分
の
小
説
は
、
鳶



が
出
る
か
、
鷹



が
出
る
か
、
難
産
中
で
今

日

の
処
は
何

と
も
言
へ
ぬ
が
、
三
十
三
四
の
、
脂
肪
切









つ
た
未
亡
人
を
主
人
公
に
、
五
六
十

回
続
け
て
見
よ
う
と
思
ふ
が
、
問
題
が
問
題
で
あ
る
か
ら
、
自
分
な
が
ら
心
配

で
な
ら
ぬ
　
　
一
体
、
僕
は
貞
婦
両
夫
に
見



え
ず
と
い
ふ
在
来
の
道
徳
主
義
を

非
と
す
る
者
で
、
天
下
の
寡
婦





は
再
婚
す
べ
し
と
い
ふ
論
者
で
あ
る
の
だ
、
事

情
の
許
さ
る
ゝ
も
の
は
兎
も
角
も
、
い
や
、
普
通
の
事
情
位
は
刎

ね
退

け
て
、

再
婚
す
べ
し
と
言
ひ
た
い
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
軍
人
遺
族
は
、
恐





く
自
分
の

説
を
容

れ
て
呉
れ
ま
い
。

　
女
主
人
公
は
、
少
佐
位
の
未
亡
人
で
、
男
主
人
公
は
、
学
殖
の
あ
る
紳
士
　

　
先
づ
資
産
の
あ
る
大
学
教
授
位
の
位
置





と
す
る
、
女
主
人
公
の
未
亡
人
と
、

此
の
大
学
教
授
の
細
君
と
は
、
学
校
朋
輩
で
、
殆
ん
ど
姉
妹
同
様
の
間
柄
、
そ

し
て
此
の
教
授
夫
人
は
、
基
督
教








信
者
の
、
常
に
博
愛
事
業
な
ど
に
奔
走
す
る

立
派
な
奥
方
で
も
あ
る
の
だ
。
常
に
妹
の
や
う
に
親





ん
で
ゐ
て
軍
人
の
妻
君
は
、

今
度
の
戦
争
で
、
未
亡
人
と
為

つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
教
授
夫
人
は
例
の
気
象

と
て
殆
ん
ど
自
身
の
不
幸
の
や
う
に
悲
し
み
、
良
人
に
す
ゝ
め
て
、
そ
の
未
亡

人
の
相
談
柱
に
為

せ
た
の
が
、
間
違
の
そ
も
〳
〵
、
遂
に
此
の
軍
人
の
未
亡
人

と
、
教
育
あ
り
位
置
あ
り
思
慮
あ
る
紳
士
と
の
間
に
、
不
正
の
恋
愛
が
成
り
立

ち
、
覚
へ
ず
知
ら
ず
姦
通
の
罪
悪
に
陥
る
の
だ
。
在
来
の
道
徳
眼
よ
り
言
へ
ば
、

随
分
非
難
も
あ
ら
う
が
、
自
分
は
真
面
目
に
此
の
径
路
を
書
い
て
見
よ
う
と
思

ふ
。

　
で
あ
る
が
、
男
主
人
公
は
兎
に
角
も
社
会
の
上
流
に
在
る
人
で
あ
る
か
ら
、

如
何
に
眼
の
前
に
、
た
よ
り
な
き
美
人
が
兄
と
親
し
み
、
相
談
柱
と
し
て
、
日

々
接
近
す
る
と
い
つ
て
、
其

様

手
軽
く
恋
愛
が
成
り
立
つ
も
の
で
な
い
、
其
れ

が
自
分
の
ヤ
マ
で
、
此
の
男
主
人
公
と
、
其
の
夫
人
　
　
常
に
基
督






の
教
訓
を

真
向
に
翳



し
て
、
博
愛
事
業
に
関
係
し
て
ゐ
る
、
先
づ
世
間
の
眼
か
ら
は
賢
夫

人
と
も
呼
ば
る
べ
き
令
閨






と
の
間
は
、
世
間
の
眼
に
は
如
何
で
も
な
く
、
寧



ろ

世
間
体







は
至
極
平
和
な
家
庭
で
あ
る
が
、
此
の
令
閨
が
理
想
に
勝
つ
て
ゐ
る
丈

け
其
れ
丈
け
那

処

か
情
愛
が
欠
け
て
ゐ
る
の
で
、
男
主
人
公
の
大
学
教
授
は
、

自
分
に
も
意
識
し
な
い
が
、
日
頃
何
ん
だ
か
不
満
足
を
覚
え
て
居
る
、
と
い
つ

て
令
閨
に
那
処
か
欠
点
あ
り
と
い
ふ
で
も
な
い
が
、
何
ん
だ
か
不
満
足
を
覚
え

て
ゐ
る
最
先





、
丸
ぽ
ち
や
の
、
あ
ど
け
な
い
二
十
三
四
の
美
人
が
、
妻
を
姉
と

重
ん
じ
、
自
己





を
兄
と
親
ん
で
日
々
遣
つ
て
来
て
、
や
く
た
い
も
な
い
心
配
事
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を
苦
に
し
て
縋



る
の
で
、
賢
人
顔
し
て
ゐ
る
細
君
に
比
ぶ
れ
ば
肩
が
張
ら
ず
、

気
も
す
つ
く
り
合
つ
て
、
遂
に
常
道
を
失
す
る
や
う
に
為
る
、
と
い
ふ
径
路






で

あ
る
が
、
此
の
夫
婦
の
間
を
書
く
の
が
、
双
方
教
育
あ
る
人
物
で
あ
る
丈
け
、

実
に
困
難
至
極
。

　
特
に
其
の
夫
人
の
描
写






が
骨
が
折
れ
る
。
夫
婦
間
が
悪
く
、
若



く
は
細
君
を

悪
様






に
書
い
て
、
姦
通
を
見
せ
る
の
が
困
難
で
は
な
い
が
、
自
分
の
書
か
う
と

い
ふ
大
学
教
授
夫
人
は
、
前
に
言
つ
た
や
う
に
、
基
督
教
信
者
だ
、
社
会
事
業

に
従
事
す
る
欧
米
の
婦
人
を
理
想
と
し
て
居
る
賢
夫
人
だ
、
亭
主
を
え
び
る
山

の
神
と
は
違
つ
て
ゐ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
仮
令





良
人
に
恕



し
難
き
大
失
策
が
あ

つ
て
も
、
基
督
の
精
神
を
以
て
其
の
罪
を
恕



す
、
と
夫
人
の
理
想
は
ま
ア
出
た

い
の
で
あ
る
が
、
一

ト
抱





あ
れ
ど
柳
は
柳
哉
、
幾
程





基
督
の
精
神
を
持
つ
て
ゐ

る
令
夫
人
で
も
、
い
ざ
と
い
ふ
場
合
に
為

る
と
、
基
督
の
精
神
も
何
も
有
つ
た

も
の
で
無
い
、
婦
人





の
愚
痴
に
復



つ
て
、
昨
今
世
間
に
流

行

つ
て
ゐ
る
煩
悶
に

陥
る
。
僕
は
万
幅






の
力
を
籠
め
て
此
場
合
に
於
け
る
令
夫
人
の
心
理
状
態
を
描

い
て
見
よ
う
と
思
ふ
が
、
旨



く
ゆ
く
か
如

何

か
、
心
元
な
い
。

　
要
す
る
に
、
自
分
は
姦
通
さ
れ
た
此
の
令
夫
人
よ
り
も
、
姦
通
に
陥
つ
た
未

亡
人
に
、
読
者
の
同
情
を
惹

か
う
と
考
へ
て
居
る
が
、
世
間
が
認
め
て
呉
れ
ゝ

ば
良
い
が
…
…
兎
に
角
も
未
亡
人
再
婚
問
題
は
、
座
上
の
空
論
で
は
無
く
し
て
、

日
露
戦
争
が
戦
後
に
遺
し
た
人
道
問
題
　
　
社
会
問
題
で
あ
る
か
ら
、
世
間
も

浮
気
で
な
く
、
真
面
目
に
考
へ
て
貰
ひ
た
い
も
の
だ
。
今
度
の
戦
争
で
十
幾
万

人
と
い
ふ
未
亡
人
が
出
来
て
ゐ
る
か
ら
ね
。

　
自
分
の
小
説
は
未
製
品
で
あ
る
か
ら
、
此
れ
位
に
し
て
切
り
上
げ
る
が
、
露

西

亜

の
小
説
家
も
、
此
頃
婦
人
問
題
を
小
説
の
中
に
出
し
て
ゐ
る
。
余
り
日
本

に
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
ウ
ェ
ル
ビ
ッ
ツ
カ
ヤ
と
い
ふ
女
作
家
の
如
き
は
、
自

身
が
婦
人
で
あ
る
故
か
し
て
、
常
に
婦
人
の
問
題
を
小
説
の
上
に
現
は
し
て
ゐ

る
。
左
様
さ
、
ウ
ェ
ル
ビ
ッ
ツ
カ
ヤ
の
傑
作
は
何
と
い
ふ
か
知
ら
ぬ
が
、
自
分

の
見
た
中
に
「
幸
福
」
と
い
ふ
短
篇
が
有
つ
た
が
、
此
の
「
幸
福
」
を
読
ん
で

見
る
と
、
露
西
亜
も
教
育
あ
る
一
部
の
婦
人
の
間
に
は
、
職
業
が
問
題
と
為

つ

て
居
る
ら
し
い
の
だ
。
婚
姻
し
よ
う
と
し
て
も
持
参
金





が
無
い
、
ぢ
や
職
業
を

求
め
よ
う
と
し
て
見
れ
ば
、
教
育
あ
る
婦
人
に
適
し
た
職
業
が
無
い
、
と
い
ふ

処
よ
り
教
育
が
有
つ
て
職
業
が
無
い
婦
人
が
、
彼
方
に
も
此
方
に
も
彷
徨






し
て

居
る
や
う
に
描
い
て
あ
る
　
　
露
西
亜
で
は
婦
人
の
職
業
と
言
ふ
と
家
庭
教
師

で
あ
る
が
、
今
日
の
露
西
亜
で
は
、
此
の
家
庭
教
師
が
、
ぎ
つ
し
り
と
一
杯
に

為

つ
て
居
る
ら
し
い
の
だ
、
最
も
品
位
を
落
と
せ
ば
、
種
々
の
職
業
が
有
ら
う

が
、
其

様

は
ゆ
か
ぬ
…
…
と
い
ふ
の
で
婦
人
の
職
業
問
題
が
起
つ
て
居
る
ら
し

い
が
、
婚
姻
に
持
参
金
の
準
備





が
要
る
国
柄
で
あ
る
丈
け
、
日
本
よ
り
は
何
ん

だ
か
酷



い
や
う
で
あ
る
。
日
本
は
ま
だ
〳
〵
、
女
子
大
学
の
卒
業
生
が
路
傍
に

彷
徨
し
と
る
と
い
ふ
こ
と
を
聞
か
な
い
が
、
そ
の
中
に
露
西
亜
の
や
う
な
惨
状

が
遣
つ
て
来
る
か
も
知
れ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
三
十
九
年
十
月
）
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